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「 住めば、 ゆうゆう。 亀山 」

亀山城多門櫓 関の山車

中の山パイロット 東海道五十三次「亀山宿」

市章
平成１７年１月１１日に亀山市と関町が合併し、新「亀山市」が誕生しました。新市

の市章には、全国各地から1,863点の作品応募があり、選考の結果、左の作品が新
「亀山市」の市章に決定しました。
これは、亀山市の特徴である豊かな自然や歴史文化を守り、さらに高めていく姿を

大きな山並みとして表し、曲面（ウエーブ）はときめく亀山市の限りない発展を表して
います。

市の木
市の木「杉」は、野登寺の杉並木や川俣神社、片山神社のご神木の杉など、市内

を代表する歴史的な背景を持つ史跡とともに、古くからなじまれてきた木です。

市の花
市の花「花しょうぶ」は、亀山公園内の菖蒲園に１００種１万２千株の花が咲き誇

り、毎年６月には「花しょうぶまつり」が開かれるなど、なじみ深く親しみのある花で

す。



は　 じ　 め　 に

　 この年報は、 亀山市の消防機関の組織実態等とともに、 平成30年中におけ
る火災、 救急・ 救助等の統計データを取りまとめ、 市民の皆様に消防の現状
についてご理解とご協力をいただく ために編集しているものです。
　 なお、 予算関係の数値は当初予算を記載し、 災害統計は暦年、 事業概要等
は会計年度、 その他は記載年月日としています。
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亀 山 市 の 沿 革

　 亀山市の歴史は古く 、 鈴鹿の関は、 越前の愛発、 美濃の不破とともに日本三関と呼ばれ
都と東国を結ぶ交通の要衝として栄えました。 江戸時代には亀山宿、 関宿、 坂下宿が東海
道の宿場町としてにぎわい、 とりわけ、 関宿は、 西の追分で鈴鹿峠越えの東海道と加太越
えの大和・ 伊賀街道へ、 東の追分で東海道と伊勢別街道へ、 それぞれ分岐していたため、
参勤交代や伊勢参りなど、 多く の旅人が往来しました。 また、 亀山宿は、 亀山城を中心に
町が形成され、 現在の市街地の基礎となっています。

　 明治4年に廃藩置県、 明治22年の新市町村制の施行に伴い戸数1,300戸、 人口7,000人の
亀山町が誕生、 明治41年には更に１ ヵ村を合併し人口も10,000人を数え、 昭和29年
（ 1954年） まで、 この地域は亀山町、 昼生村、 井田川村、 川崎村、 野登村、 白川村、 神辺
村、 関町、 加太村、 坂下村の２町８ 村から構成されていました。
　 昭和29年10月に亀山町と昼生村、 井田川村、 川崎村、 野登村が合併し、 亀山市が新設さ
れ、 その後、 一部が鈴鹿市へ編入し、 新たに白川村、 神辺村の一部や芸濃町楠平尾を編入
し、 亀山市となりました。
　 一方、 昭和30年２ 月に関町に白川村、 神辺村の一部を編入し、 昭和30年４ 月に関町と加
太村、 坂下村が合併して関町が新設され、 その後、 一部が伊賀町へ編入し、 新たに芸濃町
萩原、 福徳を編入して関町となりました。
　 平成17年１月11日には亀山市と関町が合併し、 現在の「 亀山市」 が誕生しました。 平成
の大合併としては、 県内で６ 番目の合併となり、 人口は48,670人、 面積が190.91k㎡で、
いずれも県内市町村中10番目の規模となり現在の市の行政区域として、 平成20年２ 月21
日、 ｢５万人都市｣となりました。

　 亀山市誕生当時の昭和30年代は、 まさに亀山市の成長期でありました。 戦後処理のまだ
さめやらぬ中で､保育所の建設､失業者対策､衛生施設の整備､道路交通網の整備、 教育施設
の整備等､文化的な生活を営む上で基本的に必要な生活基盤の整備を推進しました。
　 昭和40年代の日本経済の高度成長期には､能褒野工業団地に代表される企業誘致や住宅
団地の造成等によって､産業構造や市民生活が大きく 変化しました。 また、 昭和46年の台
風23・ 29号や昭和49年の集中豪雨等の大災害に遭遇しましたが、 これらに対応すべく 産
業基盤の整備、 上水道の敷設、 福祉施設の充実等､産業の近代化と社会福祉の向上を図りつ
つ、 昭和50年代にスポーツ施設の建設、 関西本線の電化推進、 街路の整備、 文化施設の建
設及び生活環境施設等の整備充実に取り組みました。

　 現在は、 本市の中長期戦略となる「 第２次亀山市総合計画」 を策定し、 将来都市像とし
“ ”て 歴史･ひと･自然が心地よい 緑の健都かめやま を掲げ、 その実現をめざし、 希望と信

頼の開かれた市制に向けた取り組みを進めているところです。
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昭和24年  2月消防組織法(昭和23年法律第226号)に基づき亀山町消防本部を設置
消防職員4名(役場兼務職員を含む)、 消防ポンプ自動車1台をもって自治体消防
を発足する

昭和26年  2月消防本部に水槽付消防ポンプ自動車1台配置
昭和27年  3月日本消防協会から表彰旗を授与
昭和29年  3月消防庁長官から竿頭綬を授与

10月鈴鹿郡亀山町、 川崎村、 野登村、 井田川村、 及び昼生村の5ヶ町村が合併して
市制を施行し｢亀山市｣を発足
市制施行により、 亀山町消防本部を亀山市消防本部に名称替えを、 また消防団
は5団制をとる
　 消防本部　 1　 　 　 消防職員       3名　    水槽付消防ポンプ自動車　 1台
　 消防団　 　 5　 　 　 消防団員　 295名　 　 消防ポンプ自動車　 　 3台
　 手引動力ポンプ　 　 11台

昭和30年  2月鈴鹿郡神辺村布気、 太岡寺、 山下、 木下及び小野の一部並びに白川村白木、 小
川の区域を編入合併、 旧神辺村、 白川村消防団に加え7団制、 団員366名となる

 5月各地区の旧消防関係条例を廃止し、 亀山市消防に関する条例施行により消防団
を総合再編成する
　 消防団　 　 1団          6ヶ分団　 　 　 消防団員　 　 366名
　 消防団の管轄区域　 　 第1分団　 (旧亀山町、 井田川村)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第2分団　 (旧神辺村)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第3分団　 (旧昼生村)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第4分団　 (旧川崎村)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第5分団　 (旧野登村)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第6分団　 (旧白川村)
初代消防団長に伊藤栄二郎氏が就任

 6月消防本部に消防ポンプ自動車1台配置
昭和31年  6月第4分団(太田)､第5分団(池山)､第6分団(小川)に小型動力ポンプ各1台配置

消防本部に中短波陸上無線電話(基地局1､移動局2)設置
昭和32年  5月職員1名増員

 9月第2分団(山下)､第3分団(中庄)に小型動力ポンプ各1台配置
昭和33年  8月職員2名増員

10月消防本部に消防ポンプ自動車1台配置
昭和34年  4月新消防庁舎を本丸町577に建設する

　 昭和34年4月10日着工　 　 　 　 昭和34年6月23日竣工
　 木造亜鉛鉄瓦棒葺平屋建　 　  建築面積　 208． 17㎡

 8月職員1名増員
12月消防本部に中短波陸上無線電話の移動局(1)を増設

昭和34年9月、 台風15号(伊勢湾台風)による風水害の災害救助、 復旧に尽力
し、 消防団が国務大臣(中部日本災害対策本部長)から12月9日感謝状を授与

昭和35年 11月第2分団(小野)､第5分団(坂本)に小型動力ポンプ各1台配置
12月消防本部に中短波陸上無線電話の移動局(1)を増設

昭和36年  5月第5分団(平尾)に運搬車1台配置
 6月職員2名増員
 9月第4分団(能褒野)､第6分団(松山)に小型動力ポンプ各1台配置

昭和37年  4月消防本部に事務連絡用単車1台配置
 5月第4分団(南条)に運搬車1台配置、 職員1名増員
10月第3分団(三寺)､第6分団(松山)に小型動力ポンプ1台配置
11月職員4名増員

昭和38年 10月職員1名増員
昭和39年  1月消防本部に運搬車1台配置

 3月消防本部に小型動力ポンプ1台配置し運搬車に積載する
 7月職員1名増員
11月消防本部に水槽付消防ポンプ自動車1台配置し消防ポンプ自動車1台を第1分団

へ配置替えする
昭和40年  4月消防団条例の一部改正により消防団員を317名に削減、 職員2名、 女子事務員1

名増員
 8月職員1名増員
10月第5分団(安楽)に小型動力ポンプ1台配置

昭和41年  4月職員8名増員

亀 山 市 消 防 の あ ゆ み
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 8月第2分団(太岡寺)､第6分団(白木)に運搬車各1台配置､また第4分団(田村)に小
型動力ポンプ１台配置

昭和42年  3月元消防庁舎跡に鉄筋コンクリート 造の新庁舎を建設
　 昭和42年4月1日着工　 　 　 　 　 　 昭和42年10月30日竣工

 4月消防署を設置、 名称を亀山市消防署とし、 消防本部・ 署職員31名、 水槽付消防
ポンプ自動車２台､消防ポンプ自動車1台、 職員5名増員

 8月第3分団(中庄)に運搬車1台配置
10月亀山ライオンズクラブから気象観測計器(自記風向､風速計)の寄贈を受け、 ま

た自記雨量計、 通風乾湿計等気象観測施設を設置
昭和43年  3月昭和42年3月6日に発生した国道1号鈴鹿ト ンネル内の車両火災に際し、 その消

防活動の功績に対し消防本部、 消防団が三重県知事から表彰を受ける
第4分団(南条)に小型動力ポンプ1台配置

 5月第5分団(平尾)の運搬車更新
 9月消防団条例の一部改正により消防団員を280名に削減

職員1名退職
昭和44年  4月日本損害保険協会から「 火災保険号」 の寄贈を受け消防署に配置

 8月消防署に救急自動車1台配置
 9月政令指定により救急業務開始

第2分団(木下)､第5分団(辺法寺)､第6分団(白木)に小型動力ポンプ各1台配置
10月中短波陸上無線電話(基地局1､移動局4)を超短波無線電話に全て切り替えると

ともに移動局(２)を増設する　 職員1名増員
消防団長伊藤栄二郎氏の退団(死亡)

12月消防団長に一見忠夫氏が就任
昭和45年  4月職員3名増員

 6月第4分団(徳原)に小型動力ポンプ1台配置
 7月消防署に運搬車1台配置

昭和46年  3月宮西昌雄氏から寄付金を受け「 空気呼吸器3基」 「 超短波無線電話1基」 を購入
し消防署に配置

 9月消防署に携帯超短波無線電話1基配置
12月第2分団(中村)､第5分団(原尾)小型動力ポンプ各1台配置

昭和47年  2月職員1名退職
 3月消防署に消防ポンプ自動車1台を配置し、 消防署の消防ポンプ自動車1台を第1

分団(本町)に配置替
三重県消防大会(3月29日)において三重県知事から優良消防団として竿頭綬を
授与

 4月消防署に携帯用超短波無線電話2基配置　 　 職員3名増員
 6月第1分団(本町)､第4分団(南条)の運搬車更新
 8月第1分団(本町)に小型動力ポンプ1台配置、 運搬車に積載

昭和48年  2月消防署にⅡ型化学消防自動車1台配置
 3月成田正次、 中島　 高、 両氏から寄付金を受け「 携帯用酸素切断機1台」 ､「 背負

式消火水のう8基」 を購入し消防署に配置
 4月職員1名欠員補充
 6月消防署に広報車(1600cc) 1台配置
 9月第3分団(三寺)､第6分団(松山)に小型動力ポンプ各1台配置

昭和49年  3月第1分団(川合)､第6分団(小川)分団車庫新築
 4月職員2名欠員補充
 7月第4分団(太田)分団車庫新築

消防本部組織を一部改正し、 新しく 危険物係を設置
 8月第4分団(太田)､第5分団(池山)の小型動力ポンプ更新
11月三重県知事から7月未明の集中豪雨の功労に対し表彰状を授与

昭和50年  4月職員4名欠員補充
 5月石井彦一郎氏から、 単車(125cc)の寄贈を受け消防署に配置
10月三重県共済農業組合連合会から救急車(２Ｂ型)の寄贈を受け消防署に配置

第2分団(山下)､第3分団(中庄)の小型動力ポンプ更新
昭和51年  2月第3分団(下庄)､第4分団(田村)分団車庫新築

 3月第5分団(平尾)分団車庫新築、 移転
職員1名退職

 4月職員4名欠員補充
10月第2分団(小野)､第6分団(小川)の小型動力ポンプ更新

昭和52年  1月第5分団(辺法寺)分団車庫新築
 4月職員4名欠員補充

職員1名退職
 8月第4分団(能褒野)､第5分団(坂本)の小型動力ポンプ更新
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 9月消防署に車載用超短波無線機2台配置
10月第6分団(上白木)分団車庫新築
12月第5分団(原尾)分団車庫増築

昭和53年  4月消防長(初代専任)三宅長治氏が就任
職員4名欠員補充

 7月消防本部及び消防署の機構改革を図る　 本部に庶務係、 予防係、 危険物係、 防
災係、 企画係の5係を消防署に消防第一・ 第二係、 救急通信第一・ 第二係の4係
を設置

 9月関町と亀山市との間における消防事務の事務委託に関する規約を議決
小型動力ポンプ付積載車を消防団本部(本町)､第1分団(井田川)､第5分団(平尾)
に配置
小型動力ポンプ台車付1台を第3分団(下庄)に配置(更新)

10月自動遠隔サイレン吹鳴装置､基地局1基､子局3基(太岡寺町､白木町､川崎町)設置
11月日本損害保険協会から「 火災保険号」 の寄贈を受け消防署に配置

昭和54年  2月事務委託に関する規約に基づき、 協定書及び覚書の調印を行った
消防署にト ヨタ２ Ｂ型救急車配置及び移動用10Ｗ無線機を積載

 3月関町と亀山市との広域消防施行式を商工会館にて挙行
第4分団(南条)に分団車庫新築

 4月関町と亀山市との間における消防事務の事務委託業務を開始
広域消防整備計画に基づき消防職員11名を増員

 9月自動遠隔サイレン吹鳴装置、 子局4基(井田川､昼生､平尾､池山)設置
関分署庁舎竣工式

10月亀山市消防署関分署開署式挙行、 分署長以下15名職員を配置し分署業務を開始
消防事務委託に関する規約及び協定書に基づき、 分署の施設・ 備品の整備につ
いて覚書を交換し、 その体制を整える
小型動力ポンプ付積載車1台を第6分団(白木)に配置、 小型動力ポンプ付積載車
1台を第3分団(中庄)に配置(更新)

昭和55年  4月職員1名退職
 5月消防本部に広報車(1400cc) 1台配置
 7月亀山市防火協会の発足

消防署に携帯用超短波無線電話5Ｗ4基配置
 8月災害情報等自動案内装置(機種ゼネラル)1台消防署に配置
10月山林火災用軽四輪積載車(550cc) 1台消防署に配置

小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)2台､第2分団(太岡寺)､第4分団(南条)に配置
(更新)
職員1名欠員補充

昭和56年  3月第2分団(神辺)分団車庫新築
消防団長一見忠夫氏退団

 4月消防団長に村山守氏が就任
亀山・ 関地域ガス安全対策連絡協議会発足

 5月消防本部及び消防署の機構改革を図る　 本部に庶務係、 警防係、 予防係、 危険
物係4係を、 消防署に新たに装備係を設置

昭和57年  1月亀山市消防の歌制定
 8月団本部に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３ 級)１台配置

第5分団(安楽)に小型動力ポンプ(Ｂ３ 級)１ 台配置
11月関分署に水槽付消防ポンプ車( I－Ｂ型　 Ａ２級)１ 台配置

昭和58年  1月消防本部及び消防署の機構改革を図る　 本部に総務係、 予防係、 消防署に警防
係、 査察係、 訓練指導係、 装備係、 関分署に警防係を設置
職員1名退職

 3月第6分団(白川､松山)分団車庫新築
11月消防署に水槽付消防ポンプ自動車( I－Ｂ型　 Ａ２級)1台配置
12月消防署に救急医療情報システム設置

昭和59年  2月職員1名退職
 3月消防長三宅長治氏退職

消防署に通信指令係を設置
 4月消防長に下條繁氏が就任

第5分団(池山)分団車庫新築
12月幼年消防クラブ(4クラブ)設立

昭和60年  2月第1分団(本町)分団詰所改築工事
 3月第36回三重県消防大会　 亀山市文化会館にて開催

職員2名退職
移動用無線機5Ｗ　 2基購入

 4月職員2名欠員補充
消防本部組織の一部改正により、 消防署に整備指導係を設置
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消防団再編成計画により、 消防団員定員280名を262名に再編成
 8月亀山関幼年婦人防火委員会設立
 9月第4分団(田村)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
10月亀山ライオンズクラブから救急車(２Ｂ型)の寄贈を受け消防署に設置
12月平尾婦人防火クラブ(1クラブ)設立

昭和61年  4月消防団再編成計画により、 消防団員定員262名を251名に再編成
 5月消防本部の広報車(1600cc)更新
 6月職員1名退職
10月第1分団(羽若)分団車庫新築(増)

第1分団(羽若)に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)１台配置
11月昼生地区コミ ュニティ 消防センター新築

消防署に消防専用超短波無線機固定用10Ｗ1台配置
昭和62年  2月第3分団(中庄)､第5分団(平尾)､第6分団(白木)に林野火災用軽可搬式ポンプ

(Ｄ１級)各1台配置
 3月自治省消防庁から消防庁長官表彰旗を授与

カメヤマローソク(株)から消防資金として100万円寄贈(空気呼吸器資金)
 4月職員1名欠員補充

消防団再編成計画により、 消防団員定員251名を243名に再編成
 7月消防署関分署に広報車(1600ｃ ｃ )1台配置
11月第2分団(木下)に小型動力ポンプ(Ｂ３級)1台配置

12月空気呼吸器150kgf/cm2　10基購入

昭和63年  3月本町地区防災センター新築
第1分団(天神)分団車庫新築(積載車1台配置)

 4月消防団再編成計画により、 消防団員定員243名を240名に再編成(再編成計画終決)
 7月三重県消防団長会議　 亀山市文化会館にて開催

野登地区(辺法寺､原尾､安楽､池山､坂本)婦人防火クラブ(5クラブ)設立
10月山林火災用軽四輪積載車(550cc) 1台消防署に配置(更新)

第5分団(辺法寺)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
11月第2分団(布気)分団車庫新築(増)
12月第2分団(布気)に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)1台配置

携帯用無線機(5Ｗ)5基購入
平成元年  5月関地区(市瀬)婦人防火クラブ(1クラブ)設立

 8月(財)日本消防協会から、 平尾婦人防火クラブに軽可搬(Ｄ１級)1台寄贈
10月(財)日本消防協会から、 携帯用無線機10基､携帯拡声器2台の寄贈を受ける
11月第6分団(上白木)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

防災行政用無線機を消防団積載車搭載　 10基
12月消防署の消防ポンプ自動車(ＣＤ-Ｉ 型、 Ａ２級)更新

亀山3号を第1分団本町車庫に配置替え
平成 2年  2月(財)日本消防協会から、 亀山市消防団に竿頭綬を授与

 3月第2分団(山下､木下)分団車庫新築移転
 7月職員1名退職
 8月(財)日本消防協会から救急自動車(２Ｂ型)寄贈

団本部に小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
 9月第4分団(徳原)､第5分団(原尾)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
10月第6分団(松山)に山林火災用軽四輪積載車1台配置(増)
12月消防署関分署の救急車(２Ｂ型)更新

平成 3年  1月第3分団(三寺)分団車庫新築移転
 2月消防署の化学消防ポンプ自動車(Ⅱ型・ Ａ２級)更新

空気呼吸器300kgf/cm2　5基購入
 3月消防長下條繁氏退職

消防団長村山守氏退団
 4月消防長に田名瀬治好氏就任

消防団長に鈴木吉男氏就任
職員2名欠員補充

 5月消防本部の指令広報車(1800cc)更新
 9月第1分団(井田川)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
10月第6分団(松山)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

消防署の軽可搬小型動力ポンプ(Ｃ１級)更新
11月第5分団(池山)に山林火災用軽四輪積載車(660cc) 1台配置(増)

平成 4年  1月(社)日本自動車工業会から救急自動車(２Ｂ型)寄贈
 2月消防署の救急自動車(２Ｂ型)更新

第5分団(坂本)分団車庫新築移転
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 4月職員1名欠員補充
 7月消防本部の指揮車(2000cc)更新
 8月第1分団(天神)､第5分団(平尾)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
10月第3分団(下庄)の山林火災用軽四輪積載車(660cc) 1台配置(増)

第3分団(三寺)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
12月消防署の消防ポンプ自動車(ＣＤ-Ｉ 型、 Ａ２級)更新

平成 5年  1月第2分団(小野)分団車庫新築移転
関分署管内119番の本署統合、 通信の一元化

 3月亀山6号を第1分団本町車庫配置替え(更新)
 9月第3分団(中庄)､第6分団(白木)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新

平成 6年  1月第5分団(池山)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
 3月防災ヘリ用消防無線機(基地局･固定局)1基増設

消防無線設備周波数変更(153.55MHzを151.31MHz)
消防署救急自動車(２Ｂ型)を高規格救急車に更新

救急用資器材(ＥＯＧ滅菌器､気管挿入モデル､SpO2測定器等　 10点)配備
第4分団(徳原)､第5分団(安楽)分団車庫新築移転
第4分団(田村)に山林火災用軽四輪積載車(660cc) 1台配置(増)
第5分団(池山)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

 4月職員2名増員
 6月高規格救急車　 車両艤装(自動車Ｆ ＡＸ ､バックアイカメラ・ モニター外５点)

白川地区(小川町)小川婦人防火クラブ(1クラブ)設立
 7月消防本部､消防署機構改革　 本部の消防課に企画整備係と危険物係を、 消防署

に救急通信担当司令､警防担当司令と救急係を新設
救急用資器材配備(自動式人工呼吸器､自動心肺蘇生装置､在宅医療処置用セッ
ト 外５点)
職員1名退職

10月消防庁舎移転用地無線伝播調査
11月救急救命士資格取得1名

消防庁舎移転用地買収(野村四丁目1279-2)
12月第2分団(布気)消防詰所増築

平成 7年 １月阪神､淡路大震災に伴う出動（ 消火隊）
 3月消防庁舎移転用地地質調査

亀山市消防庁舎設計監理委託(梓設計)
第2分団(太岡寺)､第4分団(南条)の小型動力ポンプ付積載車(Ｂ３級)更新
消防長田名瀬治好氏退職

4月消防長に羽田野勇喜男氏就任
消防本部の機構改革　 予防課を新設
職員2名増員

 6月消防本部の防火広報車(亀山４)更新
 9月宮西祥雄氏から耐ガス密封防護服2着､複合ガス検知器1基､防毒衣3着の寄贈を

受け消防署に配備
12月消防庁舎新築移転工事着工

平成 8年  1月第4分団(太田)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
 2月第3分団(三寺)に山林火災用軽四輪積載車(660cc) 1台配備(増)
 3月第6分団(小川)分団車庫改築
 4月職員2名増員

亀山地区　 楠平尾婦人防火クラブ(1クラブ)設立
 5月救急救命士資格取得1名
 8月関地区｢関町スポーツ少年団｣少年消防クラブ(1クラブ)設立
12月関分署の消防ポンプ自動車(ＣＤ－１)関１　 更新

平成 9年  2月第2分団(山下)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
第6分団(小川)に山林火災用軽四輪積載車(660cc) 1台配備(増)及び小型動力ポ
ンプ(Ｂ３級)更新
高度救急処置シュミ レーター(救急処置用人形一式､心肺蘇生用訓練人形一式)
を配備
亀山市野村四丁目1番23号に新消防庁舎建築工事完了
庁舎棟
　 鉄筋コンクリート 造３階建
　 建築面積　 　 　 1,683.20㎡
　 延べ面積　 　 　 2,479.71㎡
訓練塔(主塔)
　 鉄筋コンクリート 造一部鉄骨造３階建
　 建築面積　 　 　 30.25㎡
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　 延べ面積　 　 　 90.75㎡
訓練塔(副塔)
　 鉄骨造３階建
　 建築面積　 　 　 29.03㎡
　 延べ面積　 　 　 49.52㎡

 3月消防緊急通信指令施設(Ⅰ型)設置工事完了
防災展示コーナー(消防プラザ)設置工事完了
第4分団(能褒野)分団車庫改築
第5分団(池山)にホース干し鉄塔建設
職員3名退職

 4月亀山市消防本部､亀山消防署､新庁舎竣工運用開始
亀山市消防本部､亀山消防署機構改革に伴い消防本部に通信指令室を新設
関分署を関消防署に昇格、 1本部2署体制とする
職員3名欠員補充

 5月救急救命士資格取得1名
 6月消防本部に事務連絡用軽四輪車1台配備(増)
 8月消防無線機(移動局10Ｗ2台､携帯局5Ｗ8台)更新
10月消防団長鈴木吉男氏退団
11月消防団長に葛西行弘氏が就任

消防緊急通信指令施設指令伝送出力装置設置工事完了(市役所内2箇所に設置)
12月第5分団(辺法寺)に山林火災用軽四輪積載車(660cc) 1台配置(増)

第2分団(小野)､第4分団(能褒野)､第5分団(坂本)の小型動力ポンプ(Ｂ３ 級)更新
平成10年  3月亀山消防署に救助工作車Ⅱ型1台配置(増)

第49回三重県消防大会　 亀山市文化会館にて開催
職員1名退職

 4月職員1名欠員補充　 1名増員
三重県防災航空隊派遣1名

 5月第49回全国消防長会救急委員会　 亀山市消防庁舎､亀山市文化会館にて開催
10月移動体電話119番通報運用開始
12月第2分団(木下)に山林火災用軽四輪積載車(660cc) 1台配置(増)

第3分団(下庄)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新
平成11年  3月第5分団（ 辺法寺） ホース干し鉄塔建設

消防長羽多野勇喜男氏退職
職員1名退職

4月消防長に三宅昭之氏就任
亀山市消防団規則の一部改正に伴い6分団制から7分団制に組織改革
　 第1分団(亀　 山)
　 第2分団(神　 辺)
　 第3分団(昼　 生)
　 第4分団(川　 崎)
　 第5分団(野　 登)
　 第6分団(白　 川)
　 第7分団(井田川)
組織改革に伴い第1分団(井田川消防車庫)を第7分団(川合消防車庫)に変更
職員1名欠員補充

 5月救急救命士資格取得1名
 9月第7分団(みどり町)分団車庫及びホース干し鉄塔新築
12月消防団本部の小型動力ポンプ付積載車(亀山１)更新

第7分団(みどり町)に小型動力ポンプ付積載車1台配置(増)
第5分団(安楽)の小型動力ポンプ(Ｂ３級)更新

平成12年  2月亀山消防署の山林火災用軽四輪積載車(亀山５)更新
 3月職員1名退職
 4月職員１名欠員補充
 5月救急救命士資格取得1名
11月職員1名退職

平成13年  1月第1分団(本町)の小型動力ポンプ付積載車1台更新
 2月亀山消防署の水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型(亀山７)1台更新
 3月職員1名退職
 4月職員2名欠員補充
 5月救急救命士資格取得1名

消防本部の指令広報車(亀山52)更新
11月関消防署　 救急自動車(２Ｂ型)を高規格救急車に更新
12月職員1名退職
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第1分団(羽若)の小型動力ポンプ付積載車1台更新
平成14年  3月消防長三宅昭之氏退職

職員1名退職
4月 消防長に米田功氏就任

職員2名欠員補充
平成14年度全国消防長会東海支部総会　 亀山市文化会館にて開催

 5月 救急救命士資格取得1名
12月 亀山消防署　 救急自動車(２ Ｂ型)を高規格救急車に更新

平成15年  3月関消防署新庁舎竣工運用開始
　 構　 　 造　 　 木造２ 階建一部鉄筋コンクリート 造
　 敷地面積　 　 2,256.02㎡
　 建築面積　 　 685.43㎡
　 延べ面積　 　 781.03㎡
職員1名退職

 4月 消防職員の条例定員67名を71名に改正
職員3名増員　 　 1名欠員補充
消防団員再編成計画により、 消防団員定員240名を270名に再編成

 5月 救急救命士資格取得1名
緊急消防援助隊登録（ 消火隊）

 8月 桑名郡多度町三重ごみ固形燃料（ RDF） 発電所火災に三重県内消防相互応援協
定に基づき出動

11月 自治体消防５５ 周年記念式典参加（ 東京都）
平成16年  1月消防本部の消防長車（ 亀山５ １ ） 更新

 2月 関消防署の水槽付消防ポンプ自動車（ Aー ２ ） 更新
 3月 亀山消防署に３０ ｍ級はしご付消防ポンプ自動車配置

ISO１４ ００ １ 認証取得
 4月 亀山消防署の救助工作車を関消防署へ配置替え

職員１ 名欠員補充
亀山市消防団規則の一部改正に伴い７分団制から８ 分団制に組織改革、 並びに
女性消防団発足
　 第1分団(亀山地区北部)
　 第2分団(神  辺  地  区)
　 第3分団(昼  生  地  区)
　 第4分団(川  崎  地  区)
　 第5分団(野  登  地  区)
　 第6分団(白  川  地  区)
　 第7分団(井田川 地  区)
　 第8分団(亀山地区南部)

 7月 福井県福井市内において水害事故発生に伴い、 緊急消防援助隊（ 三重県隊） として出動

12月 消防防災備蓄倉庫竣工
　 構　 　 造　 　 鉄骨造２ 階建
　 延べ面積　 　 163.9㎡

平成17年  1月１ １ 日、 亀山市と関町（ １市１ 町） による市町村合併により新市誕生
合併に伴い、 消防団組織の見直しを行い、 一団制、 １２ 分団及び女性分団が発
足し、 定員４ １５ 名となる。

 4月 職員２ 名増員
三重県消防学校教官派遣1名

5月 救急救命士資格取得1名
7月 消防本部広報車（ 亀山６ １更新）

10月 移動体電話119番直接受信運用開始
平成18年 2月第8分団（ 阿野田） 分団車庫及びホース干し鉄塔新築、 小型動力ポンプ付き積載

車1台配置（ 増）
3月 消防長米田功氏退職

職員3名退職
4月 消防長に竹内清氏就任

消防職員の条例定員71名を76名に改正
職員5名採用
三重県消防学校教官派遣1名

5月 救急救命士資格取得1名
平成19年 3月第９ 分団（ 関地区消防団詰所） 積載車更新

亀山消防署　 高規格救急車（ 救急亀山２ ） を更新
職員3名退職

4月 職員5名採用
5月 救急救命士資格取得1名

操法用小型動力ポンプ購入
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第４分団（ 田村車庫） 小型動力ポンプ更新
8月 第９ 分団（ 新所車庫） 小型動力ポンプ付積載車購入

12月 亀山消防署　 消防ポンプ自動車ＣＤ-1を更新
平成20年 2月 新名神高速道路供用開始

3月 第4分団田村車庫改築及びホース干しポール設置
職員5名退職

4月 消防職員の条例定員76名を73名に改正
職員2名採用
三重県と人事交流　 防災危機管理部 消防・ 保安室 派遣１名
三重県消防学校教官派遣１名

5月 救急救命士資格取得1名
6月 第12分団（ 加太地区消防団詰所） 積載車更新

12月 第2分団（ 布気車庫） 小型動力ポンプ付積載車更新
平成21年 2月 第3分団（ 下庄） 分団車庫改築

3月 化学消防ポンプ自動車（ Ⅱ型） を災害対応特殊化学消防ポンプ自動車（ Ⅱ型） に更新

5月 救急救命士資格取得1名
12月 第11分団（ 沓掛車庫） 小型動力ポンプ付積載車更新

第4分団（ 太田） 分団車庫改築
平成22年  3月 消防緊急通信指令設備一部改修

第4分団（ 能褒野車庫） 小型動力ポンプ付軽四輪積載車1台配置（ 増）
消防長竹内清氏退職

4月 消防長に渥美正行氏就任
職員1名採用
三重県防災航空隊派遣1名

 5月 救急救命士資格取得1名
7月 消防救助技術全国大会へ派遣(2名)

11月 第5分団（ 池山車庫） 小型動力ポンプ付軽四輪積載車更新
12月 関消防署指令広報車更新

平成23年  3月 東日本大震災に伴い、 緊急消防援助隊（ 三重県隊） として出動
職員2名退職

 4月 職員2名採用
5月 救急救命士資格取得1名
7月 亀山市消防力適正配置調査の実施

10月 第３ 分団（ 中庄車庫） 小型動力ポンプ付積載車更新
12月 高規格救急車（ 救急関１ ） 更新

平成24年 2月 第11分団（ 坂下） 車庫改築
3月 第6分団（ 松山車庫） 小型動力ポンプ付軽四輪積載車更新

常備消防力適正配置調査完了
職員１ 名退職

4月 消防職員の条例定員73名を83名に改正
職員3名増員
亀山市消防本部組織規則を改正し、 北東分署建設準備室、 指揮支援隊を設置

5月 救急救命士資格取得2名
12月 第7分団（ 川合車庫） 小型動力ポンプ付積載車更新

第10分団（ 萩原車庫） 小型動力ポンプ付積載車更新
指揮支援隊に指揮車(亀山51)を配置

平成25年 2月 亀山市消防力充実強化プラン策定
3月 亀山消防署　 消防ポンプ自動車ＣＤ-1を更新

第10分団（ 会下） 車庫新築移転
職員1名退職
消防団長葛西行弘氏退団

4月 消防団長に松尾幸夫氏が就任
職員5名採用
三重県消防学校教官派遣
消防職員意見発表会(東海地区)へ派遣(1名)

5月 救急救命士資格取得2名
救急ワークステーショ ン(試行運用開始)

12月 第11分団（ 市場車庫） 小型動力ポンプ付積載車更新
平成26年 2月 第9分団（ 詰所） 消防ポンプ自動車をCD-1に更新

3月 消防指令センター高機能化更新
消防長渥美正行氏退職
職員3名退職

4月 消防長に中根英二氏就任
職員5名採用
亀山市消防本部組織規則を改正し、 消防救急室を設置

5月 救急救命士資格取得2名
救急ワークステーショ ン本格運用開始
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平成26年 6月職員1名退職
7月第9分団（ 関地区） が三重県消防操法大会（ 小型ポンプ操法の部） で優勝

12月女性分団　 小型動力ポンプ付軽積載車新規導入
第３分団（ 下庄車庫） 小型動力ポンプ付軽積載車更新
第８分団（ 天神車庫） 小型動力ポンプ付普通積載車更新

平成27年 3月職員3名退職
高規格救急車2台更新（ 救急亀山1、 救急亀山5）
北東分署庁舎竣工
　 構　 　 造　 　 鉄筋コンクリート 一部鉄骨造平屋建て
　 敷地面積　 　 9,378.26㎡
　 建築面積　 　 863.98㎡
　 延べ面積　 　 832.72㎡

4月職員6名採用
職員1名退職
北東分署運用開始

※消防救急デジタル無線（ 活動波） 運用開始　 共通波は三重県が整備
北東分署の開署に伴い亀山市消防本部及び消防署の設置等に関する条例を改正
し、 1本部1署2分署体制に組織を改編する。
北東分署の開署に伴い亀山市消防本部組織規則を改正し、 北東分署建設準備室
を廃止する。
亀山市消防署組織を定める規程を改正し、 指揮支援隊を本部から署へ配置転換
する。

5月救急救命士資格取得2名
12月第5分団（ 平尾車庫） 小型動力ポンプ付普通積載車更新

第10分団（ 木崎鳥居車庫） 小型動力ポンプ付普通積載車更新
平成28年 3月北東分署に小型動力ポンプ付水槽車導入

亀山消防署に資機材搬送車導入
職員4名退職

4月職員5名採用
再任用職員2名採用

5月救急救命士資格取得1名
6月再任用職員1名退職

平成29年 1月第6分団（ 白木車庫） 小型動力ポンプ付普通積載車更新
第11分団（ 坂下車庫） 小型動力ポンプ付普通積載車更新

3月職員6名退職
4月職員4名採用

再任用職員2名採用
5月救急救命士資格取得1名

12月亀山消防署　 救助工作車を更新
平成30年 2月第4分団（ 田村車庫） 小型動力ポンプ付軽積載車更新

第10分団（ 会下車庫） 小型動力ポンプ付普通積載車更新
3月消防長中根英二氏退職

職員2名退職
4月消防長に平松敏幸氏就任

職員3名採用
再任用職員3名採用
三重県消防学校教官派遣
市の組織・ 機構の再編による部・ 室制から部・ 課・ グループ制への変更に伴
い、 1部8室から2部6課15グループに組織を改編する。

5月救急救命士資格取得3名
7月第4分団（ 川崎地区） が三重県消防操法大会（ 小型ポンプ操法の部） で優勝

西日本豪雨緊急消防援助隊出動
平成31年 2月第2分団（ 太岡寺車庫） 小型動力ポンプ付軽積載車更新

3月職員3名退職
4月職員2名採用

再任用職員1名採用
救急救命士資格取得2名令和元年    5月
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191.04  k㎡

49,594  人

21,410  世帯

面　 積 2.30 ｋ ㎡

人　 口 597.52 人

世帯数 257.95 世帯

面　 積 31.84 ｋ ㎡

人　 口 8265.67 人

世帯数 3,568.33 世帯

亀 山 消 防 署 北 東 分 署 所 在 地 三重県亀山市長明寺町842番地1

亀山消防署北東分署設置年月日 平成27年   4月   1日

亀 山 消 防 署 関 分 署 設 置 年 月 日 平成27年   4月   1日

消防ポンプ自動車 6 台 １台に対する

消 防 本 部 、 亀 山 消 防 署 所 在 地 三重県亀山市野村四丁目1番23号

亀 山 消 防 署 関 分 署 所 在 地 三重県亀山市関町木崎37番地１

人 口 等 に 対 す る 消 防 力 の 比 較 表

（ Ｈ31． 4． 1現在）

昭和42年    4月  1日

亀山市消防署関分署設置年月日 昭和54年  10月  1日

亀 山 消 防 署 設 置 年 月 日 平成9年     4月   1日

消
防
本
部
・
消
防
署

消防吏員 83 名 １名に対する

関 消 防 署 設 置 年 月 日 平成9年     4月   1日

亀 山 市 勢

面　 　 　 積

人　 　 　 口

世　 帯　 数

（ 行政人口　 平成31年4月1日現在)

消 防 本 部 設 置 年 月 日 昭和24年    2月11日

亀 山 市 消 防 署 設 置 年 月 日
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（ 単位　 千円）

区分

年度

19,885,000 785,404 3.9 当初予算

21,178,800 824,322 3.9 〃

20,945,100 1,129,643 5.4 〃

20,639,800 1,805,343 8.7 〃

20,402,500 918,050 4.5 〃

20,816,000 914,722 4.4 〃

21,064,000 917,680 4.4 〃

21,301,000 843,852 4.0 〃

20,157,000 841,455 4.2 〃

（ 単位　 千円）

区分

年度

785,404 604,719 57,945 122,740

824,322 635,322 58,514 130,486

1,129,643 712,164 57,552 359,927

1,805,343 660,856 56,711 1,087,776

918,050 772,643 55,707 89,700

914,722 817,737 58,035 38,950

917,680 728,365 56,129 133,186

843,852 753,606 55,896 34,350

841,455 698,851 64,298 78,306

平成３０年度

平成３１年度

平成２３年度

合　 　 　 計 常備消防費 非常備消防費

平成２９年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度

平成２８年度

消 防 予 算 表

平成３０年度

平成３１年度

消防施設費

平成２４年度

平成２５年度

市 予 算 と 消 防 予 算 の 比 較 表

市予算額 消防予算額 比率（ ％） 備　 　 考

平成２３年度
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２ 台

消 防 庁 舎 の 概 要 、 消 防 車 両 等 配 置 状 況

庁
舎
の
概
要

所 在 地 〒519-0165 三重県亀山市野村四丁目1番23号

電 話 0595-82-0244（ 代表）

構 造 鉄筋コンクリート 造 ３ 階建

建 築 面 積 1, 683． 20㎡

敷 地 面 積 6, 121． 26㎡

竣 工 平成9年4月1日

延 べ 面 積 2, 479． 71㎡

指 揮 車 １ 台

１ 台

３ 台

はし ご付消防ポンプ自動車

小型動力ポンプ付積載車 １ 台

１ 台

水槽付消防ポンプ自動車 １ 台

消 防 ポ ン プ 自 動 車 １ 台

救 助 工 作 車

１ 台

防 災 広 報 車 １ 台

高 規 格 救 急 自 動 車 ２ 台(内予備車１ 台)

資 機 材 搬 送 車

事 務 連 絡 車 等

配
置
車
両

小 型 動 力 ポ ン プ

亀山市消防本部・亀山消防署
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庁
舎
の
概
要

所 在 地 〒519-1107 三重県亀山市関町木崎37番地1

電 話 0595-96-1780

構 造 木造２ 階建一部鉄筋コンクリート 造

敷 地 面 積 2, 256． 02㎡

建 築 面 積 685． 43㎡

延 べ 面 積 781． 03㎡

高 規 格 救 急 自 動 車 １ 台

竣 工 平成15年3月20日

１ 台

配
置
車
両

水槽付消防ポンプ自動車 １ 台

化学消防ポン プ 自動車 １ 台

指 令 広 報 車

亀山消防署関分署
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庁
舎
の
概
要

高 規 格 救 急 自 動 車 １ 台

9, 378． 26㎡

建 築 面 積

配
置
車
両

所 在 地 〒519-0214 三重県亀山市長明寺町842番地1

電 話

敷 地 面 積

0595-84-1096

832． 72㎡

構 造 鉄筋コンクリート 一部鉄骨造平屋建

延 べ 面 積

小型動力ポンプ付積載軽四輪車 １ 台

１ 台

消 防 ポ ン プ 自 動 車 １ 台

863． 98㎡

小型動力ポンプ付水槽車

竣 工 平成27年3月10日

亀山消防署北東分署
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救助工作車 高規格救急車

年式　平成２９年 年式　平成２７年
　あらゆる災害において人命救助活動に対応可
能な車両で、電動ウィンチ、照明、クレーンなどを
装備しています。また、各種救助用資器材を積載
しています。

　従来の救急車の装備に加え、高度救急資器材
を積載し、救命処置が行えるようになっています。
また、防振ベッドを搭載し、悪路でも振動を軽減し
ます。

水槽付消防ポンプ自動車 消防ポンプ自動車

年式　平成１３年 年式　平成２４年
　2000㍑の水を積載し、水利の確保が困難な場
所や、高速道路等などの場合でも消火活動を行
うことができます。

　水槽付消防ポンプ自動車が進入困難な道路狭
隘地域に容易に進入することが可能で、早期に
火災現場直近の水利を確保し、放水体制を整え
ることが可能です。

消 防 本 部 （ 署 ） 車 両 紹 介

はしご付消防ポンプ自動車 化学消防ポンプ自動車
年式　平成１６年 年式　平成２１年
　油圧駆動式のはしごを最大３０ｍまで伸ばすこと
が可能で、はしご先端から放水活動や高層建物
での人命救助活動などを行います。

　消火用の水に、圧縮空気と消火原液を混ぜて、
発泡させる装置があり、泡を作りだし、空気を遮断
し消火します。高速道路等の水利確保が困難な
所でも少ない水量で消火できます。
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年式　 平成２ ８年
　 各種災害に対し、 大量の消防資機材を搬送
することができます。
　 災害出動時以外には、 大型資材などの搬送
に使用します。

年式　 平成２ ８年 年式　 平成２ ２年
　 水利の確保が困難な場所や高速道路など、
消火活動を行うための大量の水を確保・ 供給
することができます。

　 災害時に各種機関との連携や調整を行い指
令を出すための自動車です。
　 災害出場以外では、 立入検査、 火災予防の
広報などに使用します。

資機材搬送車

　 ・ 小型動力ポンプ付積載車
　 ・ 小型動力ポンプ付積載軽四輪車
　 ・ 小型動力ポンプ

　 　 　 は56頁「 消防団車両」 を参照

消 防 本 部 （ 署 ） 車 両 紹 介

指揮車 防災広報自動車
年式　 平成２ ４年 年式　 平成１ ７年
　 災害現場において隊員の安全管理や指揮を行い
ます。 車内には指揮盤、 パソコンやプリンターな
どが積載されており、 情報収集や関係機関との連
絡等を行います。

　 災害時に出動し、 地域住民の人たちに必要
な情報などを知らせるための自動車です。
　 災害出動時以外は、 火災予防の広報などに
使用します。

小型動力ポンプ付水槽車 指令広報車
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合計 亀山 井田川 神辺 昼生 川崎 野登 白川 関 坂下 加太 その他
※ 1（ ）

合計 24 5 4 5 3 3 1 2 1

建物 4 1 1 2

林野

車両 6 2 2 1 1

その他
※ 2（ ）

14 2 1 3 2 3 1 1 1

合計 2,284 858 370 175 71 275 94 45 260 68 50 18

火災 6 4 2 3 1

自然災害

水難 1 1

交通 247 77 31 29 6 29 14 2 24 9 12 14

労働災害 45 8 5 6 3 5 6 4 6 1 1

運動競技 11 6 2 1 2

一般負傷 369 146 62 19 15 47 19 9 38 3 11

加害 3 2 1

自損行為 24 5 7 3 1 5 3

急病 1,458 506 258 113 46 183 54 30 184 55 26 3

その他
※ 3（ ）

120 110 2 5 3

合計 30 6 3 4 1 3 3 2 2 6

交通 25 6 2 3 1 3 2 2 1 5

建物

その他
※ 4（ ）

5 1 1 1 1 1

合計 259 75 39 34 9 30 12 3 28 8 8 13

警戒 28 6 6 7 3 2 1 2 1

誤報 17 7 2 2 4 1 1

水防

その他
※ 5（ ）

214 62 31 25 6 24 11 3 25 8 7 12

※ 1（ ） 高速道路などの市外、 県外の管轄区域

※ 2（ ） 枯草火災など

※ 3（ ） 転院搬送など

※ 4（ ） 機械による事故など

※ 5（ ） 救急隊の活動支援など

平 成 30 年 地 区 別 各 種 出 動 件 数 表

火
災

救
急

救
助

そ
の
他

地区別

種別
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年 月 日 内　 　 　 　 　 　 　 　 容

3 職員辞令交付式（ 消防庁舎）

6 亀山市消防団辞令交付式（ 消防庁舎）

21 亀山市少年消防クラブ入会式（ 消防庁舎）

10 山岳救助隊員任命式（ 消防庁舎）

13 亀山市消防団新入団員研修（ 北東分署）

19 危険物取扱者試験予備講習会（ 消防庁舎）

25 亀山市防火協会総会（ 消防庁舎）

27 亀山市水防訓練（ 関町木崎鈴鹿川勧進橋上流左岸河川敷）

1 亀山市消防操法大会（ 北東分署）

22 三重県消防操法大会（ 県消防学校）

28・ 29 甲種防火管理者資格取得講習会（ 消防庁舎）

5 防火管理者講習会（ 消防庁舎）

10 山岳合同訓練(石水渓鬼ケ牙）

19 緊急自動車機関員養成研修（ 消防庁舎）

25 社会福祉施設消防訓練（ なのはな保育園）

14 消防フェスタ（ 北東分署）

30 三重県警防技術交換会（ 県消防学校）

10 防火フェア（ 亀山市文化会館）

30 署内合同訓練査閲（ 消防庁舎）

12 27 女性消防吏員活躍推進研修会（ 北東分署）

6 亀山市消防出初式（ 亀山西小学校）

15 市長査閲訓練（ 消防庁舎）

17 亀山市関宿伝統的建造物群保存地区消防訓練（ 関町新所なかよし公園周辺）

22 救急技術研鑽会（ 消防庁舎）

26 緊急自動車機関員養成研修（ 消防庁舎）

3 24 亀山市少年消防クラブ修了式（ 消防庁舎）

平 成 30 年 度 中 に お け る 主 な 行 事 等

11

平成30年

5

7

2

平成31年

1

4

9

8

10
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消
防
長

消防第1グループ

関分署
消防第2グループ

消防第1グループ

北東分署
消防第2グループ

消
防
署
長

救急第1グループ

消防救助第2グループ

救急第2グループ

消防総務課

消
防
部
長

消防署
指揮支援グループ

消防救助第1グループ

亀 山 市 消 防 本 部 組 織 図
(H31.4.1現在)

 ( 1)  組織、 消防行政の企画及び総合調整に関すること。
 ( 2)  消防施設等の整備計画に関すること。
 ( 3)  式典及び諸行事の企画及び運用に関すること。
 ( 4)  財産の管理及び処分に関すること。
 ( 5)  消防団に関すること。
 ( 6)  消防団員の身分及び諸給与に関すること。
 ( 7)  消防団員の災害補償、 賞じゅつ金等に関すること。
 ( 8)  消防職員及び消防団員の研修教養に関すること。
 ( 9)  消防職員及び消防団員の被服等の貸与に関すること。
(10)消防職員及び消防団員の福利厚生に関すること。
(11)消防職員の進退、 配置、 賞罰その他身分に関すること。
(12)予算の調整及び執行並びに経理に関すること。
(13)例規及び文書に関すること。
(14)表彰に関すること。
(15)公印の保管に関すること。
(16)公務証票に関すること。
(17)他の課の所管に属さない事項

消　 防　 総　 務　 課

予防課

情報指令課

《 　 消　 防　 本　 部　 》

警防課

各 組 織 分 掌 事 務

総務・ 消防団グループ

消防救急グループ

予防グループ

危険物グループ

情報指令第1グループ

情報指令第2グループ

消防本部

 (1)  消防業務及び救急業務に関する企画及び調整に関すること。
 (2)  災害の応援、 受援及び協力に関すること。
 (3)  救急業務の高度化推進に関すること。
 (4)  医療機関等との連携調整に関すること。
 (5)  救急業務に関する消防職員の訓練及び技術の指導に関するこ
       と。
 ( 6)  救急救命士の育成に関すること。
 (7)  救急に関する広報に関すること。
 (8)  救急統計及び救助統計に関すること。
 (9)  予算の調整及び執行に関すること。
(10)自動体外式除細動器の設置啓発及び使用に関すること。
(11)消防出初式及び消防操法大会に関すること。
(12)刊行物等の発行に関すること。
(13)防火診断の企画及び運用に関すること。

 ( 1)  火災予防に関すること。
 ( 2)  建築確認等の同意に関すること。
 ( 3)  開発行為に係る協議及び同意に関すること。
 ( 4)  消防用設備等の指導及び検査に関すること。
 ( 5)  防火管理に関すること。
 ( 6)  火災原因及び損害の調査に関すること。
 ( 7)  り災証明に関すること。
 ( 8)  火を使用する施設等の届出の処理に関すること。
 ( 9)  火災及び予防の統計に関すること。
(10)防火協力団体に関すること。
(11)少年消防クラブに関すること。

 (1)  危険物の規制に関すること。
 (2)  危険物製造所等の許可、 認可及び検査に関すること。
 (3)  危険物取扱者、 危険物保安監督者等に関すること。
 (4)  少量危険物及び指定可燃物の届出の処理に関すること。
 (5)  高圧ガス、 火薬等の保安に関すること。
 (6)  液化石油ガス器具、 ガス用品等の安全に関すること。
 (7)  危険物製造所等の事故調査及び報告に関すること。
 (8)  危険物等協力諸団体に関すること。

総　 務　 ・ 　 消　 防　 団　 グ　 ル　 ー　 プ

予　 防　 グ　 ル　 ー　 プ

消　 防　 救　 急　 グ　 ル　 ー　 プ

予　 防　 課

危　 険　 物　 グ　 ル　 ー　 プ
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《 　 消　 　 防　 　 署　 》

警　 防　 課

情　 報　 指　 令　 第　 1　 、 　 第　 2　 グ　 ル　 ー　 プ　

情　 報　 指　 令　 課

 (1)災害情報の収集に関すること。
 ( 2)出動指令に関すること。
 ( 3)防災関係機関等との連絡調整に関すること。
 ( 4)消防通信の運用及び統制に関すること。
 ( 5)気象情報に関すること。
 ( 6)火災警報に関すること。
 ( 7)通信機器等の維持管理に関すること。
 ( 8)通信指令に係る調査研究に関すること。

指　 揮　 支　 援　 グ　 ル　 ー　 プ

 (7)  防火診断、 枯草等の調査及び防火指導の実施に関すること。
 ( 8)  警防に関する各種届出に関すること。
 ( 9)  車両、 機械器具、 救急用資機材等の点検及び整備に関すること。
(10)消防水利施設等の点検及び地理調査に関すること。
(11)軽易な火災の原因及び損害の調査に関すること。
(12)分署の庶務に関すること。

(1)  水火災その他災害の警戒及び防御に関すること。
(2)  救急及び救助活動に関すること。
(3)  救急指導及び応急手当の普及に関すること。
(4)  水火災及び救急業務の活動記録に関すること。
(5)  消防職員の訓練の実施に関すること。
(6)  自治会等の訓練指導の実施に関すること。

 ( 1)  災害現場における現場指揮に関すること。
 ( 2)  災害現場における各種情報の収集及び伝達に関すること。
 ( 3)  災害現場の広報に関すること。
 ( 4)  災害現場の支援に関すること。
 ( 5)  軽易な火災の原因及び損害の調査に関すること。
 ( 6)  災害出動後の活動の検証に関すること。
 ( 7)  特殊な建築物及び工作物の警防計画に関すること。

  ( 8)  特殊工作物の非常用施設に関すること 。
  ( 9)  警防査察等に関すること 。
 ( 10)消防職員及び消防団員の安全管理に関すること 。
 ( 11)消防職員及び消防団員の訓練の企画及び運用に関すること 。
 ( 12)自治会等の訓練指導の調整に関すること。
 ( 13)枯草等の調査及び防火指導に関すること。
 ( 14)消防技術等の向上に関すること。

消 防 救 助 第 1 、  第 2 グ ル ー プ　

消　 防　 第　 1　 、 　 第　 2　 グ　 ル　 ー　 プ

関　 分　 署　 及　 び　 北　 東　 分　 署

救 急 第 1 、  第 2 グ ル ー プ　

 ( 1)  水火災その他災害の警戒及び防御に関すること 。
 ( 2)  救助活動に関すること。
 ( 3)  水火災等の活動記録に関すること。
 ( 4)  消防職員及び消防団員の訓練の実施に関すること。
 ( 5)  自治会等の訓練指導の実施に関すること。
 ( 6)  消防水利施設等の管理、 保全及び点検及び地理調査に関す
      ること。
 ( 7)  車両、 機械器具等の点検及び整備に関すること。
 ( 8)  警防に関する各種届出に関すること。
 ( 9)  防火診断の実施に関すること。
(10)軽易な火災の原因及び損害の調査に関すること。
(11)課の庶務に関すること。

 ( 1)  救急活動に関すること。
 ( 2)  救急指導及び応急手当の普及に関すること。
 ( 3)  救急業務に係る記録に関すること。
 ( 4)  救急資器材等の点検、 整備及び運用に関すること。
 ( 5)  救急搬送証明に関すること。
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就任年月日

退任年月日

昭和53年4月2日

昭和59年3月31日

昭和59年4月3日

平成3年3月31日

平成3年4月3日

平成7年3月31日

平成7年4月3日

平成11年3月31日

平成11年4月5日

平成14年3月31日

平成14年4月4日

平成18年3月31日

平成18年4月2日

平成22年3月31日

平成22年4月2日

平成26年3月31日

平成26年4月2日

平成30年3月31日

平成30年4月1日

現在に至る

※　 昭和52年度以前は市長兼務

米 田 功 昭和18年12月22日 4年

竹 内 清 昭和22年1月2日 4年

平 松 敏 幸 昭和35年4月29日 1年

渥 美 正 行 昭和26年2月2日 4年

中 根 英 二 昭和30年3月11日 4年

羽 多 野 勇 喜 男 昭和10年5月9日 4年

三 宅 昭 之 昭和15年3月27日 3年

下 條 繁 昭和3年4月1日 7年

田 名 瀬 治 好 昭和8年1月10日 4年

歴 代 消 防 長 一 覧 表

氏　 名 生年月日 在職年数

三 宅 長 治 大正12年1月22日 6年
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83 1 23 20 16 5 18

1 1

1 1

1 1

Ｇ　 Ｌ 1 1

グループ員 3 3

消防総務課付
三重県消防学校教官派遣

1 1

消防総務課付
三重県消防学校初任科派遣

1 1

消防総務課付
防災安全課出向

1 1

Ｇ　 Ｌ 1 1

グループ員 2 1 1

1 1

Ｇ　 Ｌ 1 1

グループ員 2 2

Ｇ　 Ｌ 1 1

グループ員 1 1

1 1

Ｇ　 Ｌ 2 2

グループ員 7 3 3 1

1 1

1 1

副参事 1 1

Ｇ　 Ｌ 4 4

グループ員 21 6 7 1 7

1 1

Ｇ　 Ｌ 2 2

グループ員 10 3 1 1 5

1 1

Ｇ　 Ｌ 1 1

グループ員 11 1 3 2 1 4

※ Gはグループの略、GLはグループリーダーの略

消防部長

課　 長

課　 長

消防署長

警
防
課

警
防
課

北
東
分
署

分署長

消
防
第
2
Ｇ

消
防
第
1
Ｇ

分署長

消
防
第
2
Ｇ

消
防
第
1
Ｇ

消

防

署

情

報

指

令

第

2

Ｇ

情

報

指

令

第

1

Ｇ

消

防

本

部

課　 長

消
防
救
急
Ｇ

消
防
総
務
課

消防長

総
務
・
消
防
団
G

予
防
課

課　 長

予
防
Ｇ

危
険
物

Ｇ

情
報
指
令
課

関
分
署

職　 　 員　 　 数

職 員 配 置 表
（ H31.4.1現在）

合

計

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

階級別

所属別
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条 例 定 数 推 移 表

3人

5人

7人

9人

12人

15人

17人

22人

35人

51人

62人

64人

65人

67人

71人

76人

73人

83人

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

昭和29年

昭和33年

昭和35年

昭和36年

昭和37年

昭和38年

昭和39年

昭和40年

昭和45年

昭和53年

昭和54年

平成6年

平成7年

平成8年

平成15年

平成18年

平成20年

平成24年

定数

( 人)
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消 事

防 防 務

正 司 士 吏

　 年別 監 監 長 令 補 長 長 士 員

平成８ 年 67 1 5 9 12 23 7 9 1

平成９ 年 67 1 5 8 12 26 2 12 1

平成１ ０年 68 1 5 8 12 27 1 13 1

平成１ １年 68 1 1 4 8 12 28 1 12 1

平成１ ２年 68 1 1 4 8 12 28 13 1

平成１ ３年 67 1 1 4 8 12 29 12

平成１ ４年 68 1 1 4 8 19 23 11 1

平成１ ５年 70 1 1 4 8 21 22 13

平成１ ６年 71 1 1 7 8 21 22 11

平成１ ７年 73 1 1 7 9 25 18 12

平成１ ８年 74 1 2 6 7 25 18 15

平成１ ９年 76 1 1 6 8 24 17 19

平成２ ０年 73 1 1 6 7 23 16 19

平成２ １年 73 1 1 6 10 20 17 18

平成２ ２年 74 1 8 11 22 15 17

平成２ ３年 74 1 8 9 26 16 14

平成２ ４年 77 1 10 10 28 14 14

平成２ ５年 80 1 10 10 29 14 16

平成２ ６年 82 1 10 12 27 16 16

平成２ ７年 84 1 11 12 23 17 20

平成２ ８年 86 1 11 11 23 17 23

平成２ ９年 85 1 10 12 21 16 25

平成３ ０年 85 1 8 15 23 17 21

平成３ １年 83 1 23 20 16 5 18

計

防 司 司 副 防

令 令 士

消 消

防
防

防 防

消 防 職 員 数 の 累 年 比 較 表
（ H31.4.1現在） 　

　 　 階級別 消　 　 　 防　 　 　 吏　 　 　 員

合 消 消 消 消 消
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　 　 階級別

防

司 士

長 令 補 長 長

合　 計 83 1 23 20 16 5 18
平　 均 36.4 58.0 47.7 38.2 33.8 29.0 23.3
１８歳 1 1
１９歳 1 1
２０歳 1 1
２１歳 1 1
２２歳 5 5
２３歳 3 3
２４歳 3 1 2
２５歳 1 1
２６歳 2 1 1
２７歳 3 2 1
２８歳 3 3
２９歳 1 1
３０歳 3 1 1 1
３１歳 2 2
３２歳 4 2 1 1
３３歳 3 1 1 1
３４歳 3 3
３５歳 4 4
３６歳 2 2
３７歳 3 3
３８歳 4 3 1
３９歳 0
４０歳 2 1 1
４１歳 3 3
４２歳 1 1
４３歳 4 3 1
４４歳 3 3
４５歳 1 1
４６歳 2 2
４７歳 1 1
４８歳 0
４９歳 0
５０歳 1 1
５１歳 1 1
５２歳 1 1
５３歳 1 1
５４歳 0
５５歳 0
５６歳 0
５７歳 0
５８歳 7 1 5 1
５９歳 0
６０歳 1 1
６１歳 1 1

司 司 副

令 令 士

消 防 職 員 年 令 表
（ H31.4.1現在） 　

合 消 消 消 消 消 消

防

士　 年令別

防 防 防 防

計
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624 5 192 184 118 31 94

13 0 3 9 1

2 0 1 1

54 1 23 20 9 1

32 5 11 12 4

83 1 23 20 16 5 18

25 8 9 7 1

64 10 17 15 5 17

0

0

82 1 23 20 16 5 17

1 1

78 1 19 20 16 5 17

82 1 23 20 16 5 17

1 1

2 1 1

3 2 1

6 3 1 2

0

0

0

1 0 1 0

39 16 18 4 1

6 2 1 3

4 1 1 1 1

3 1 2 0

13 12 1 0

22 13 6 3 0

8 4 3 1 0

２種

高圧ガス製造保安責任者

乙種

酸素欠乏・ 硫化水素危険作業主任者

ボイラー技士
１級

２級

一般毒物劇物取扱者

火薬類取扱保安責任者

ガス溶接技能者

フォークリフト

電気工事士

車両系建設機械

特定化学物質作業主任者

救急救命士

衛生管理者
１種

職 員 各 種 免 許 等 取 得 状 況 表

（ H31.4.1現在）

階級別
計 司令長 司令 司令補 士長 副士長 消防士

資格別

計

大型特殊自動車免許

けん引自動車免許

玉掛け

消防設備士
甲種

大型自動車免許

無
線

特殊無線技士１級陸上

特殊無線技士２級陸上

アマチュア無線技士

小型移動式クレーン資格

中型自動車免許

普通自動車免許

自動二輪車免許

危険物取扱者　 乙４
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平成30 年度主な事業( 施設・ 備品整備） 一覧表

○　 防火水槽工事 ・ 長明寺町地内(葛西工業)防火水槽天蓋設置工事

主　 な　 事　 業　 名

・ 消防団第2分団太岡寺車庫　 小型動力ポンプ付軽積載車　 更新○　 車両等更新

○　 消火栓設置等工事

・ 亀山消防庁舎　 各フロア便座取替え修繕　 市単独事業

内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容

　 施設維持補修費

　 緊急防災事業

　 　 設置費補助事業 　 　 １６件

・ 亀山消防庁舎　 情報指令課事務所及び機械室空調機修繕

・ 亀山消防庁舎　 消防本部電話設備改修工事

○　 自治会消防用設備 ・ 消火栓ボックス等

・ 修繕　   ４基

○　 消防庁舎修繕

○　 防火水槽工事 ・ 関町鷲山防火水槽撤去工事

　 防災基盤整備事業

・ 設置  　 ８基

・ 亀山消防庁舎　 加圧ポンプ装置取替修繕

・ 亀山消防庁舎　 警防課事務所他4箇所及び関分署事務所他4箇所
                        空調機修繕

○　 消防庁舎工事
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火 災 発 生 状 況

24 24 

35 

24 

40 

36 

12 

31 

25 
27 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

Ｈ21年 Ｈ22年 Ｈ23年 Ｈ24年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年

（
件
数
）

（ 年）

過去10年間の火災件数

建物火災, 5

林野火災, 0

車両火災, 7
その他火災, 15

平成30年火災種別

建物火災

林野火災

車両火災

その他火災
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合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他

建物(㎡) 林野(ａ )
死

者

負
傷
者

平成２１年 24 4 2 9 9 6 2 0 0 4,313

平成２２年 24 7 1 7 9 260 1 0 2 37,948

平成２３年 35 9 1 6 19 742 4 1 3 16,672

平成２４年 24 9 0 8 7 750 0 3 1 56,888

平成２５年 40 7 2 9 22 1,309 3 1 4 20,106

平成２６年 36 11 3 11 11 762 20 3 2 60,596

平成２７年 12 2 2 4 4 12 1 0 0 1,153

平成２８年 31 9 1 6 15 643 6 1 2 43,928

平成２９年 25 6 0 7 12 891 0 0 3 64,274

平成３０年 27 5 0 7 15 321 0 0 1 60,381

１ ０ 年 間 の 火 災 件 数 ・ 損 害 額 等 比 較 表

　 　 区　 分

 年　 別

火　 災　 件　 数 焼　 損　 面　 積 死傷者

損害額(千円)
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　 　 　 　 　 　 　 月　 別

　 原　 因　 別

合

計

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

１ ０

月

１ １

月

１ ２

月

合 計 27 1 8 4 2 0 0 0 4 2 1 3 2

た ば こ 1 1

こ ん ろ 0

か ま ど 0

風 呂 か ま ど 0

炉 0

焼 却 炉 0

ス ト ー ブ 0

こ た つ 0

ボ イ ラ ー 0

タ イ ヤ の 摩 擦 1 1

排 気 管 1 1

電 気 機 器 0

電 気 装 置 0

電灯・ 電話等の配線 4 1 1 2

内 燃 機 関 0

電 灯 の 安 定 器 0

火 あ そ び 1 1

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー 1 1

た き 火 4 1 1 1 1

溶 接 機 ・ 切 断 機 0

煙 火 0

衝 突 の 火 花 0

枯 草 焼 き 7 4 1 1 1

自 然 発 火 0

放 火 0

放 火 の 疑 い 0

そ の 他 2 2

不 明 5 2 1 2

平 成 ３ ０ 年 出 火 原 因 別 火 災 件 数 表
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合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他

建物
(㎡)

林野
(ａ )

死

者

負
傷
者

合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他

合計 27 5 0 7 15 321 0 0 1 3 60,381 58,943 0 1,115 323

１ 月 1 1 9 663 663

２ 月 8 2 6 312 1 2 58,276 58,246 30

３ 月 4 1 3 19 19

４ 月 2 1 1 783 513 270

５ 月 0 0

６ 月 0 0

７ 月 0 0

８ 月 4 1 1 2 1 293 1 270 22

９ 月 2 2 93 93

１ ０月 1 1 0

１ １月 3 1 2 151 150 1

１ ２月 2 1 1 103 33 70

平 成 ３ ０ 年 月 別 火 災 状 況 表

 区分

月別

出 火 件 数 焼損面積 死傷者

り
災
世
帯

損　 害　 額　 (　 千　 円　 )
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合

計

建

物

林

野

車

両

そ
の
他

建物(㎡) 林野(ａ)
死

者

負
傷
者

合　　計 27 5 0 7 15 321 0 0 1 60,381

　０～　１ 0

　１～　２ 1 1 9 663

　２～　３ 0

　３～　４ 0

　４～　５ 1 1 262 51,694

　５～　６ 0

　６～　７ 0

　７～　８ 0

　８～　９ 1 1 50 6,552

　９～１０ 0

１０～１１ 0

１１～１２ 7 2 5 1 533

１２～１３ 2 2 270

１３～１４ 2 2

１４～１５ 1 1

１５～１６ 2 2 22

１６～１７ 2 2 30

１７～１８ 0

１８～１９ 1 1 1

１９～２０ 0

２０～２１ 0

２１～２２ 1 1 270

２２～２３ 2 1 1 183

２３～２４ 3 2 1 83

不明 1 1 80

平 成 ３ ０ 年 出 火 時 間 帯 別 火 災 状 況 表

　   区　分

時間帯別

火　災　件　数 焼 損 面 積 死傷者

損害額(千円)
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2,108 607 303 143 81 245 136 122 359 103 31

小　 　 計 1,673 509 250 118 58 188 103 102 257 67 21

５ ０ｍｍ 15 6 3 1 3 1 1

７ ５ｍｍ 667 196 96 39 20 71 44 18 124 47 12

１ ００ ｍｍ 380 92 52 25 13 50 34 33 61 16 4

１ ２５ ｍｍ 5 5

１ ５０ ｍｍ 348 124 65 13 20 35 22 32 31 3 3

２ ００ ｍｍ 97 36 9 2 9 7 33 1

２ ５０ ｍｍ 45 22 5 12 2 4

３ ００ ｍｍ 50 6 12 25 7

３ ５０ ｍｍ 38 15 11 4 8

４ ００ ｍｍ 19 8 11

４ ５０ ｍｍ 9 4 5

小　 　 計 435 98 53 25 23 57 33 20 80 36 10

２ ０㎥未満 37 3 5 2 4 4 2 9 8

２ ０㎥以上～
　 ４０㎥未満

91 14 3 7 6 12 9 6 17 14 3

４ ０㎥以上～
　 ６０㎥未満

294 72 44 16 17 41 20 12 52 14 6

６ ０㎥以上～
１ ００㎥未満

6 5 1

１ ００㎥以上 7 4 1 2

坂
下

区　 分

合　 　 　 　 計

亀 山 市 消 防 水 利 一 覧 表
Ｈ31 .3 .31現在

地区別 合

計

亀
山

消

火

栓

配

管

径

井
田
川

川
崎

神
辺

防

火

水

槽

公

設

白
川

関
加
太

昼
生

野
登
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合

計

自
治
会

事
業
所

保
育
園

学

校

そ
の
他

合計 131 13 80 38

４ 月 5 5

５ 月 4 4

６ 月 17 1 5 11

７ 月 7 1 5 1

８ 月 5 1 2 2

９ 月 10 1 8 1

１ ０月 29 3 11 15

１ １月 25 4 17 4

１ ２月 9 1 6 2

１ 月 6 6

２ 月 6 1 4 1

３ 月 8 7 1

平 成 30 年 度 月 別 消 防 訓 練 指 導 回 数 表

月 別

実施主体別

月 別

実施主体別
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救 急 出 動 状 況

1,565 

1,842 

1,937 1,923 

2,114 

2,042 
2,017 

2,199 

2,281 2,284 

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年

（
件
数
）

（ 年）

過去10年間の救急出動件数

平成30年救急種別

急病

一般負傷

交通

労働災害

自損行為

火災

加害

運動競技

水難

その他

急病 1,458一般負傷 369

交通 247

労働災害 45

自損行為 24

火災 6

その他 120

運動競技 11
加害 3

水難 1
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年別 平成

21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

事故別

出動件数 1,565 1,842 1,937 1,923 2,114 2,042 2,017 2,199 2,281 2,284

搬送人員 1,551 1,809 1,897 1,863 2,065 1,931 1,907 2,113 2,174 2,167

出動件数 226 291 275 266 289 274 252 239 247 247

搬送人員 278 334 322 304 337 293 258 251 261 260

出動件数 969 1,130 1,155 1,167 1,275 1,264 1,270 1,454 1,456 1,458

搬送人員 921 1,071 1,089 1,092 1,211 1,183 1,189 1,387 1,371 1,365

出動件数 217 244 312 298 358 316 303 324 352 369

搬送人員 213 232 300 286 340 296 286 309 341 351

出動件数 32 23 26 29 26 36 22 22 38 45

搬送人員 33 23 26 29 25 34 21 22 35 43

出動件数 23 20 18 20 22 23 15 19 22 24

搬送人員 13 15 11 12 15 13 10 13 13 16

出動件数 3 4 10 10 9 10 8 8 5 3

搬送人員 2 4 9 8 8 8 8 7 2 2

出動件数 8 10 12 11 12 15 11 6 5 11

搬送人員 7 10 12 12 14 15 10 6 5 11

出動件数 2 1 1 1

搬送人員 1 1 1 1

出動件数 1 1 3 8 8 6 8 6 6

搬送人員 1 3 4 1 3 1

出動件数 1 2

搬送人員

出動件数 85 119 128 118 115 96 128 118 149 120

搬送人員 83 119 128 117 111 88 125 114 144 118

年 別 救 急 出 動 状 況 表

合 計

交通事故

急 病

一般負傷

労働災害

そ の 他

自損行為

加 害

運動競技

水 難

火 災

自然災害
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事故別

月
別 区分

小

計

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

器

材

輸

送

そ

の

他

出動件数 2,284 6 1 247 45 11 369 3 24 1,458 120 118 2

搬送件数 2,133 1 228 42 11 349 2 16 1,366 118 118

不搬送件数 151 6 19 3 20 1 8 92 2 2

搬送人員 2,167 1 260 43 11 350 2 16 1,366 118 118

出動件数 215 15 3 33 2 153 9 9

搬送人員 205 16 3 32 2 143 9 9

出動件数 172 1 15 2 27 1 111 15 15

搬送人員 164 18 1 25 1 104 15 15

出動件数 174 20 5 28 1 112 8 8

搬送人員 159 18 3 25 1 104 8 8

出動件数 191 1 20 2 1 35 5 117 10 10

搬送人員 181 21 2 1 35 4 108 10 10

出動件数 173 2 24 1 1 28 1 109 7 7

搬送人員 165 26 1 1 27 1 102 7 7

出動件数 139 1 13 3 1 27 1 85 8 8

搬送人員 128 13 3 1 25 78 8 8

出動件数 262 25 11 3 41 2 2 168 10 10

搬送人員 247 28 11 3 39 2 1 153 10 10

出動件数 224 1 18 2 1 36 2 155 9 9

搬送人員 215 16 2 1 35 2 150 9 9

出動件数 159 1 21 3 3 23 1 4 91 12 12

搬送人員 146 1 21 3 3 21 3 82 12 12

10 出動件数 173 29 3 34 1 95 11 11

月 搬送人員 167 30 3 33 90 11 11

11 出動件数 187 18 3 1 29 1 123 12 10 2

月 搬送人員 182 19 3 1 29 120 10 10

12 出動件数 215 29 7 28 3 139 9 9

月 搬送人員 208 34 8 24 1 132 9 9

８
月

９
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

加

害

自

損

行

為

急

病

そ　 　 の　 　 他

合

計

１
月

平 成 ３ ０ 年 月 別 救 急 出 動 件 数 表

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷
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時刻別

事故別 合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

2,284 6 0 1 247 45 11 369 3 24 1,458 120

103 6 1 7 2 84 3

90 5 9 3 72 1

91 6 1 1 10 1 72

187 1 30 25 2 127 2

309 2 32 5 60 4 183 23

237 20 8 3 32 1 144 29

245 1 26 10 35 3 154 16

233 36 8 5 38 132 14

245 35 6 1 44 1 135 23

235 27 3 50 2 4 143 6

181 1 1 15 2 1 43 1 1 113 3

128 1 9 1 16 2 99

２０～２２ 〃

２２～２４ 〃

８ ～１ ０ 〃

１０～１２ 〃

１２～１４ 〃

１４～１６ 〃

１６～１８ 〃

１８～２０ 〃

平 成 ３ ０ 年 時 間 帯 別 救 急 出 動 件 数 表

合計

０ ～２ 未満

２ ～４  〃

４ ～６  〃

６ ～８  〃
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事故別

8,932 (253) 5,783 (164) 1,105 (25) 1,314 (37) 730 (27)

42 ( 1) 5 ( 1) 7 24 6

327 ( 4) 18 186 ( 2) 94 ( 1) 29 ( 1)

19 14 3 2

1 1

46 39 2 4 1

443 ( 2) 337 37 ( 1) 23 46 ( 1)

102 89 4 7 2

34 27 3 1 3

163 ( 8) 7 53 ( 2) 85 ( 3) 18 ( 3)

26 25 1

0

6 6

49 43 3 3

12 12

2,084 (64) 1,311 (42) 249 ( 8) 336 ( 9) 188 ( 5)

469 ( 8) 368 ( 6) 57 23 ( 1) 21 ( 1)

2,110 (66) 1,325 (42) 253 ( 8) 343  ( 11) 189 ( 5)

998 (37) 815 (31) 61 53 69 ( 6)

26 26

0

8 8

1,967 (63) 1,308 (42) 186 ( 4) 315 (12) 158 ( 5)

2,159 (103) 1,363 (68) 257 (10) 349 (15) 190 (10)

心電図

その他

応 急 処 置 対 象 人 員

(    )内は不搬送の場合の現場応急処置件数

除細動

静脈路確保

薬剤投与

血圧測定

心音・ 呼吸音聴取

心肺蘇生

血中酸素測定

酸素吸入

気道確保

保　 　 温

被　 　 覆

在宅療法継続

ショ ックパンツ

応急処置別

合　 　 計

止　 　 血

固　 　 定

人工呼吸

心臓マッサージ

血糖値測定

エピペン投与

ブドウ糖投与

平 成 ３ ０ 年 応 急 処 置 別 件 数 表

合計 急病 交通事故 一般負傷 その他
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事故別

年令別

91
（ ６５才以上）

3 235 1 2 843
高 齢 者

1,227 1 51

56 1181 40 3 12 421 26
（ １ ８ 才～６ ４ 才）

（ ７才～１７才）

成 人
740

8 16 2 22
少 年

69 21

43 80 1
（ 生後29日～6才）

（ 生後28日以下）

乳 幼 児
131 7

新 生 児
0

11 350 2 16 1,366 118

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

合 計 2,167 0 0 1 260 43

平 成 ３ ０ 年 年 令 別 搬 送 人 員 表

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害
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合
計

一
般

普
通
救
命

上
級

普
及
員

合計 2,661 1,615 1,001 0 45

平成２９年４月 38 38

５月 121 101 20

６月 764 636 128

７月 840 448 392

８月 15 10 5

９月 44 18 26

１０月 20 4 16

１１月 166 94 27 45

１２月 386 139 247

平成３１年１月 72 44 28

２月 138 121 17

３月 57 57

平 成 ３ ０ 年 度 月 別 救 命 講 習 参 加 人 員 表

月別

講習区分別
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ています。

　 また、 出動車両の位置情報や、 運行状況を表示する「 車両運用管理装置

（ ＡＶＭ） 」 により、 災害発生地点から最も近い消防車や救急車に出動指

令を送ることが可能です。

出動指令により、 各車両が出動します。

通 信 指 令 業 務 の 概 要

火災・ 救急・ 救助等の災害通報は、 情報指令課で受
信されます。

指令台によって、 １１ ９ 番通報の受付と同時にコン
ピューターによる処理が開始されます。

発信地表示システム、 地図検索装置により通報場所
の住所と付近の地図が自動的に表示されます。
通報者からの聞取りにより、 災害種別（ 火災・ 救
急・ 救助等） を決定します。

災害通報を受信中である旨を各署に知らせ出場準備
を促します。

災害地点、 災害種別が決定されると、 出場隊が自動
的に編成されます。

の効率・ 効果的な運用を図り、 被害を最小限にとどめることにより、 住

民の生命、 身体及び財産を保護し福祉の増進に寄与することを目的とし

出動する署に音声合成の出場指令を流すとともに、
災害地点の地図と内容を送出します。
さらに、 車両運用管理装置（ ＡＶＭ） により、 出動
車両にも地図や内容が送出されます。

　 情報指令課は、 「 消防緊急通報システム」 を駆使した１１ ９ 番の受付

各種消防業務における通信連絡体制を迅速かつ的確に処理して消防活動

通報受付

災害地点・

災害種別決定

予告指令

隊 編 成

本 指 令

１ １ ９ 番通

出 動
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平

均

最
大
瞬
間

平

均

最

高

最

低

平

均

最

低

　 １月 西北西 4.4 25.5 3.4 15.7 -5.5 75.7 26.9 51.0

　 ２月 西北西 4.2 24.4 4.1 17.8 -4.3 67.7 23.6 27.0

　 ３月 西北西 4.6 31.0 9.8 27.1 -0.9 69.5 20.0 159.0

　 ４月 西北西 3.6 21.9 15.3 30.3 0.9 71.8 22.5 148.5

　 ５月 西北西 3.2 29.0 18.5 30.5 7.0 74.6 23.0 165.0

　 ６月 西北西 3.0 19.2 21.9 34.0 13.3 82.4 32.4 250.0

　 ７月 西北西 3.2 28.5 28.1 39.2 22.2 80.2 35.8 238.5

　 ８月 西北西 3.8 26.4 27.9 38.8 18.0 78.4 30.2 172.0

　 ９月 西北西 2.8 35.8 22.4 32.4 15.8 86.4 31.3 393.0

１ ０月 西北西 3.3 29.1 17.4 28.4 6.7 78.7 32.2 26.5

１ １月 西北西 3.5 17.0 12.9 23.7 2.5 76.8 35.2 52.5

１ ２月 西北西 3.4 20.8 7.3 18.8 -2.4 78.8 36.6 60.0

平　 均 西北西 3.6 15.8 76.8 145.3

※ 各項目の最大（ 最高） 値を赤で、 最小（ 最低） 値を青で記載しています。

平 成 3 0 年 月 別 気 象 状 況

降
水
量

風　 　 速（ m/s） 気　 　 温 ℃（ ） 湿　 　 度（ ％）主
た
る
風
向

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月 別 平 均 気 温℃

0.0
50.0

100.0
150.0
200.0

250.0
300.0
350.0

400.0
450.0
500.0

550.0
600.0
650.0

700.0
750.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月 別 降 水 量

mm

月

月

(mm)

※ 気象業務法による観測所に当たらないので、記録データの正確性を保証するものではありません。
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気温の最高最低記録

年 最　 　 　 高 最　 　 　 　 低
最  高
気  温

最  高
気  温

最  高
気  温

最  低
気  温

平  均
気  温

℃ )記録値( 記録月日 ℃ )記録値( 記録月日
35℃ 以上の日

猛暑日
30℃ 以上の日

真夏日
25℃ 以上の日

夏日
0℃ 未満の日

冬日
0℃ 以下

の日

20 37. 6 7月27日 -3. 1 1月28日 10 50 67 40 2

21 34. 5 7月14日 -5. 8 1月16日 0 55 77 30 0

22 36. 9 7月22日 -5. 0 2月20日 17 57 46 37 2

23 36. 8 8月13日 -5. 4 1月14日 6 57 53 56 1

24 35. 4 7月27日 -5. 7 2月1日 4 46 68 51 2

25 38. 9 8月22日 -4. 2 1月12日 18 50 70 41 0

26 36. 8 7月25日 -4. 4 12月28日 3 34 94 40 0

27 37. 5 8月1日 -3. 6 2月11日 13 31 91 26 0

28 36. 4 8月8日 -3. 8 1月24日 8 49 76 40 1

29 36. 6 8月24日 -2. 7 1月15日 5 65 70 36 1

30 39. 2 7月22日 -5. 5 1月31日 26 44 68 38 3

年  間  寒  暖  日  数

※ 各項目の最大（ 最高） 値を赤で、 最小（ 最低） 値を青で記載しています。
　 また、 気象業務法による観測所に当たらないので、 記録データの正確性
　 を保証するものではありません。

年 別 気 象
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甲　 種 乙　 種

イ 劇 場 ・ 映 画 館 ・ 観 覧 場 1 1 0

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場 103 18 76

イ キャ バレ ー・ カ フ ェ ー等 0 0 0

ロ 遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル 3 2 0

ハ 風 俗 営 業 等 の 店 舗 0 0 0

二 カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 1 1 0

イ 待 合 ・ 料 理 店 の 類 0 0 0

ロ 飲 食 店 60 10 27

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 等 97 38 14

イ 旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所 21 17 0

ロ 寄宿舎・ 下宿・ 共同住宅 388 35 3

イ 病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所 31 10 1

ロ 養護施設・ 児童福祉施設 37 26 0

ハ 老 人 デ イ サ ー ビ ス 等 44 17 3

二 幼 稚 園 ・ 養 護 学 校 8 8 0

小・ 中・ 高・ 大学・ 各種学校 89 28 16

図 書 館 4 2 0

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等 0 0 0

ロ 公 衆 浴 場 1 0 0

停 車 場 4 0 0

神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 の 類 33 2 1

イ 工 場 ・ 作 業 場 549 28 1

ロ 映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ 0 0 0

イ 車 庫 ・ 駐 車 場 48 0 0

ロ 飛 行 機 等 の 格 納 庫 0 0 0

倉 庫 378 0 0

前各項に該当し ない事業所 443 31 19

イ 特 定 複 合 用 途 建 築 物 188 56 30

ロ そ の他の複合用途建築物 104 6 4

文 化 財 等 の 建 造 物 11 3 2

延長５ ０ ｍ以上のアーケード 1 0 0

2,647 339 197合　 　 　 　 　 計

4

5

7

8

10

16

17

防 火 対 象 物 一 覧 表

9

1

12

13

11

2

6

防火対象物の別

（ H31． 3． 31現在）

　 施行令第６
　 条による防
　 火対象物

防火管理者を必要とする
防　  火　  対　 　 象　 　 物

18

15

14
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少 量 危 険 物 15

合　 　 　 　 計 1,203

指 定 可 燃 物 14

液 化 石 油 ガ ス 22

煙 火 打 上 29

催 物 開 催 26

417

0

道 路 交 通 障 害

水 道 の 断 水

喫 煙 ・ 裸 火 の 使 用 等 0

火 災 と ま ぎ ら わ し い 行 為 175

ネ オ ン 管 灯 設 備 0

り 災 証 明 交 付 数 7

発 電 設 備 6

蓄 電 池 設 備 6

サ ウ ナ 設 備 0

給 湯 湯 沸 設 備 2

変 電 設 備 16

厨 房 設 備 1

ボ イ ラ ー 設 備 5

乾 燥 設 備 2

炉 3

48

消 防 計 画 77

防 火 管 理 者 選 解 任 届 78

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届

平 成 ３ ０ 年 度 各 種 届 出 処 理 状 況

件　 　 数
　 　 区　 分

（ Ｈ30.4.1～Ｈ31.3.31）

建 築 同 意 件 数

消 防 用 設 備 等 着 工 届

消 防 用 設 備 等 設 置 届

81

89

84
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年度別

年度別危険物製造所等の施設推移状況（ 完成検査済）
（ H31.3.31現在）

43

0

9

8

2

48

67

42

平成
30年度

348

簡易タ ン ク
貯 蔵 所

製　 　 　 造　 　 　 所

地下タ ン ク
貯 蔵 所

平成
26年度

平成
27年度

製造所等

合　 　 　 　 　 　 　 　 計

屋外タ ン ク
貯 蔵 所

貯蔵所

屋内貯蔵所

屋内タ ン ク
貯 蔵 所

358 349

4750

2

9

販売取扱所

給油取扱所

2

48 47

移動タ ン ク
貯 蔵 所

屋外貯蔵所 16 10

11

68 68

0 0

42 42

54

0

一般取扱所

平成
28年度

349

2

48

68

取扱所 0

72 75

55

42

0

7266 69

55

0 0

55

43

0

8

8

54

45

0

8

9

平成
29年度

344

2

49

66

42
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月別

区分

240 21 19 30 35 17 10 24 13 20 16 17 18

52 3 3 9 11 2 4 4 2 3 2 6 3

55 2 2 3 8 7 3 3 5 5 8 1 8

41 3 3 6 8 2 4 2 3 2 6 2

8 1 1 2 1 1 1 1

0

19 2 3 3 3 3 2 2 1

11 1 3 3 1 2 1

2 1 1

3 1 1 1

4 1 1 1 1

5 1 2 1 1

1 1

38 7 3 4 3 4 1 6 1 2 3 4

0

1 1

0

0

平成３ ０ 年度危険物製造所等申請・ 届出処理状況

（ H30.4.1～H31.3.31）

合
計

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

１
月

２
月

３
月

合計

休止届出書

許　 　 　 可
（ 設置・ 変更）

完成検査
（ 設置・ 変更）

仮使用承認申請書

仮貯蔵仮取扱承認
申請書

完成検査前検査申請書

資料提出書

危険作業開始届出書

危険物事故発生届

在庫管理計画書

完成検査済証
再交付申請書

設置者の氏名
変更届出書

譲渡引渡届出書

予防規程認可申請書

品名、 数量又は指定数
量の倍数変更届出書

廃止届出書
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ク　 ラ　 ブ　 名　 称 クラブ員数 結成年月日

亀 山 愛 児 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ 81 昭和59年12月1日

川 崎 愛 児 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ 62 昭和59年12月1日

池 山 女 性 防 火 ク ラ ブ 6 昭和63年7月1日

安 楽 女 性 防 火 ク ラ ブ 10 昭和63年7月1日

原 尾 女 性 防 火 ク ラ ブ 9 昭和63年7月1日

辺 法 寺 女 性 防 火 ク ラ ブ 12 昭和63年7月1日

白 川 女 性 防 火 ク ラ ブ 15 平成6年6月1日

楠 平 尾 女 性 防 火 ク ラ ブ 1 平成8年4月1日

Ｃ Ｅ Ｆ みず ほ台女性防火ク ラ ブ 13 平成22年4月1日

亀 山 市 少 年 消 防 ク ラ ブ 25 平成24年4月1日

合　 　 　 　 　 　 計 234

幼 少 年 ・ 女 性 防 火 委 員 会 加 入 団 体 一 覧 表

（ H31.4.1現在）
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消 防 団 組 織 図

第一分団長 第一分団員（ 亀山地区北部）

定員４ １ ５ 名
実員３ ９ ９ 名（ 平成31年4月1日現在）

第二分団長 第二分団員（ 神辺地区）

第三分団長 第三分団員（ 昼生地区）

第八分団長 第八分団員（ 亀山地区南部）

第四分団長 第四分団員（ 川崎地区）

第七分団長 第七分団員（ 井田川地区）

第五分団長 第五分団員（ 野登地区）

第六分団長 第六分団員（ 白川地区）

第九分団長 第九分団員（ 関地区中央）

第十一分団長 第十一分団員（ 坂下地区）

第十分団長 第十分団員（ 関地区周辺）

第十二分団長 第十二分団員（ 加太地区）

女性分団長 女性分団員（ 亀山市全域）

市

長

団

長

副団長

副団長

副団長

副団長

副団長

副団長
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就任年月日

退任年月日

昭和30年5月1日

昭和44年10月10日

昭和44年12月1日

昭和56年3月31日

昭和56年4月1日

平成3年3月31日

平成3年4月1日

平成9年10月31日

平成9年11月1日

平成17年1月10日

就任年月日

退任年月日

昭和30年4月17日

昭和35年1月27日

昭和35年1月28日

昭和46年4月30日

昭和46年5月1日

昭和52年1月31日

昭和52年2月1日

平成7年3月31日

平成7年4月1日

平成13年3月31日

平成13年4月1日

平成17年1月10日

就任年月日

退任年月日

平成17年1月11日

平成25年3月31日

平成25年4月1日

現在に至る

歴 代 消 防 団 長 一 覧 表

旧　 亀　 山　 市　 （ 合併前）

氏　 名 生年月日 在職年数

伊 藤 栄 二 郎 明治42年10月13日 14年5か月

一 見 忠 夫 大正2年7月9日 11年4か月

村 山 守 昭和6年8月7日 10年0か月

鈴 木 吉 男 大正13年2月25日 6年7か月

葛 西 行 弘 昭和10年10月30日 7年2か月

旧　 関　 町

氏名 生年月日 在職年数

山 内 喜 久 夫 大正2年5月24日 4年9か月

吉 沢 利 信 大正3年3月26日 11年3か月

松 林 孝 太 郎 大正15年3月1日 5年9か月

川 戸 薫 昭和3年1月3日 18年2か月

山 内 克 巳 昭和11年5月25日 6年0か月

落 合 秀 史 昭和12年12月4日 3年9か月

亀　 山　 市　 （ 合併後）

氏　 名 生年月日 在職年数

葛 西 行 弘 昭和10年10月30日 8年3か月

松 尾 幸 夫 昭和22年10月11日 6年0か月
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合　 計 団　 長 副団長 分団長 副分団長 部　 長 班　 長 団　 員

実 員 399 1 6 13 26 44 46 263

団 本 部 7 1 6

第 一 分団 28 1 2 4 3 18

第 二 分団 32 1 2 4 5 20

第 三 分団 33 1 2 4 3 23

第 四 分団 40 1 2 4 5 28

第 五 分団 40 1 2 4 6 27

第 六 分団 34 1 2 4 4 23

第 七 分団 23 1 2 2 2 16

第 八 分団 24 1 2 2 2 17

第 九 分団 36 1 2 4 4 25

第 十 分団 36 1 2 4 4 25

第十一分団 19 1 2 3 3 10

第十二分団 29 1 2 3 3 20

女性分団 18 1 2 2 2 11

消 防 団 員 配 置 表

（ H31． 4． １現在）

階級別

組織別
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合　 計 団　 長 副団長 分団長 副分団長 部　 長 班　 長 団　 員

合　 　 計 399 1 6 13 26 44 46 263

平均年令 44.1 70.0 66.8 57.5 53.3 50.5 45.9 40.6

１８才 0

１９才 1 1

２０才 3 3

２１才 0

２２才 0

２３才 2 2

２４才 1 1

２５才 2 2

２６才 4 4

２７才 6 6

２８才 3 3

２９才 3 3

３０才 3 3

３１才 5 5

３２才 7 7

３３才 7 7

３４才 1 1

３５才 15 15

３６才 5 5

３７才 6 2 4

３８才 15 1 14

３９才 12 4 8

４０才 14 2 12

４１才 25 2 23

４２才 24 1 1 1 21

４３才 20 1 2 17
４４才 19 1 1 17

４５才 21 1 2 4 14

４６才 18 3 4 11

４７才 16 1 3 4 8

４８才 15 1 4 1 4 5

４９才 14 1 1 6 6

５０才 11 2 2 7

５１才 13 2 3 8

５２才 9 2 3 4

５３才 14 5 3 2 4
５４才 19 3 5 5 1 5

５５才 6 1 3 1 1

５６才 7 1 1 2 1 2

５７才 2 2

５８才 6 2 3 1

５９才 2 2

６０才 4 1 2 1

６１才 1 1

６２才 2 1 1

６３才 1 1

６４才 3 1 1 1

６５才以上 12 1 5 3 1 2

消 防 団 員 年 令 表
（ H３1． 4． １現在）

階級別

年齢別
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　 軽自動車に小型動力ポンプ（ 可搬ポンプ） を
積んだ車両です。 乗車人員も多く 、 小回りが利
き、 狭隘な道にも進入可能であるこから近年活
躍している車両です。

　 水槽付消防ポンプ自動車や、 消防ポンプ自動
車が進入困難な山道、 林道に容易に進入するこ
とが可能で、 山間部の多い亀山市では活躍して
います。

消 防 団 車 両 等 一 覧 表

消防ポンプ自動車 小型動力ポンプ付積載車
年式　 平成２ ７年

　 水槽付消防ポンプ自動車が進入困難な道路狭
隘地域に容易に進入することが可能で、 早期に
火災現場直近の水利を確保し、 放水体制を整え
ることが可能です。

　 小型のト ラックに小型動力ポンプ（ 可搬ポン
プ） を積んだ車両です。 消防団車両に多く 配備
されています。

小型動力ポンプ付台車

年式　 平成23年

年式　 平成２ ６年

　 小型動力ポンプ付台車は、 容易に操作ができ
消防自動車が現場到着前に、 早期に火災現場直
近の水利を確保し、 放水体制を整えることが可
能です。

小型動力ポンプ付積載軽四輪車 山林火災用軽四輪車

年式　 平成２ ７年 年式　 平成１ ０年
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亀 山 市 消 防 の 歌
歌詞 滝 田 常 晴

作曲 青 木 玲 二
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